
資料

議題種別

説明者

提出物

TEL

議題名 新たな「横浜市地震防災戦略」について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報１

情報提供

総務局防災企画課

なし

提出期限 －

趣旨

　令和６年能登半島地震の状況などを踏まえ、市の地震防災対策を強化するた
め、地震防災戦略を刷新しました。
　12月に素案を公表し、市民意見募集でのご意見等を踏まえ「横浜市地震防災戦
略」として、このたび取りまとめることができました。その内容の中から主に地
域防災拠点に関連する事項をご説明します。

概要

〇地震防災戦略とは、横浜市防災計画に基づき、大規模地震の被害軽減に向け 
　て横浜市全体で取り組む行動計画（アクションプラン）です。
〇市役所と区役所が連携し、自治会町内会や地域防災拠点運営委員会など地域
　の方々と意見を交わしながら、実効性のある取組を展開していきます。

【戦略の４つの柱（地域防災拠点に関連する事項抜粋）】
〇柱１：市民や地域の「発災前からの備え」の強化

・施策１ 防災行動の促進及び多様な助け合いの強化（自助・共助の推進）
個人備蓄の促進、マンション防災の推進　など

・施策３ 建物倒壊等の防止対策強化
木造住宅耐震化の促進、家具転倒防止事業の拡充　など

〇柱２：誰もが安心して避難生活を送ることができる仕組みの構築
・施策１ 避難所環境の向上

体育館への空調整備、避難先の拡充、拠点の機能強化　など
・施策２ 物資支援の充実

備蓄物資の拡充、物資輸送の実行性向上　など
・施策４ 多様な避難への支援

多様な避難生活を支援するシステムの構築　など

〇柱４：災害に強いまちづくりの推進（インフラの強靭化）
施策２ 上下水道の強靭化

上下水道施設の更新・耐震化　など

問合せ先 区総務課 334-6203

提出物

提出様式 －

提出先 －
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL

議題名 地域防災拠点運営研修のご案内について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報２

情報提供

総務局地域防災課

あり(希望する拠点のみ)

提出期限 ７月23日

趣旨
　地域防災拠点運営委員の方を対象とした研修を行いますので、ぜひご参加くだ
さい。

概要

　研修概要は、次のとおりです。

１　集合研修
(1) 対象者

地域防災拠点運営委員の方
※ 地域防災拠点運営委員会ごとに、２名まで申し込み可能です。

(2) 開催日時・場所
全３回（同一内容で開催）
① ８月23日(土)　9:30～12:30　＠栄区役所
② ９月６日(土)　9:30～12:30　＠南区役所
③ ９月27日(土)　9:30～12:30　＠緑区役所

(3) 内容
第１部【講義】「避難所運営は開設時がポイント」
第２部【グループワーク】「避難所運営の模擬体験をしよう」

(4) 申込方法
「横浜市電子申請・届出システム」から申込み

(5) 申込期限
７月23日(水)

２　自宅学習編
　　集合研修の受講が難しい方向けにご案内しているものになりますが、集合
　研修への参加・不参加にかかわらず、事前申込不要でどなたでも受講いただ
　けます。

問合せ先 総務局地域防災課 671-2011

提出物

提出様式 横浜市電子申請・届出システム（資料参照）

提出先 ―
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令和７年５月29日 

地域防災拠点運営委員長 各位 

保土ケ谷区総務課長 

令和７年度地域防災拠点運営研修のご案内（依頼） 

日頃から、横浜市政の推進にご理解・ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。 

さて、今年度も地域防災拠点運営委員の方を対象とした研修を実施します。別添の

案内資料をご参照のうえ、ご参加くださいますようお願いいたします。 

１ 研修概要 

(1) 集合研修

地域防災拠点運営委員会ごとに、２名まで申し込み可能です。

(2) 自宅学習編

集合研修の受講が難しい方向けにご案内しているものになりますが、集合研修

への参加・不参加にかかわらず、事前申込不要でどなたでも受講いただけます。 

２ 添付資料 

(1) 別紙１ 「令和７年度地域防災拠点運営研修（集合研修）のご案内」

(2) 別紙2-1「令和７年度地域防災拠点運営研修（自宅学習編）のご案内」

(3) 別紙2-2「地域防災拠点運営研修（自宅学習編）受講手順」

担当：保土ケ谷区総務課 

電話：３３４-６２０３ 

F A X：３３４-６３９０ 

E-mail: ho-saigai＠city.yokohama.lg.jp
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地震時の避難所である地域防災拠点は、拠点運営委員や避難者、学校、行政の相互協力により運営さ

れます。本研修を受講し、地域防災拠点の具体的な運営方法について学びましょう。 

１ 研修対象者 

地域防災拠点運営委員の方が受講できます。 

※ 地域防災拠点運営委員会ごとに、２名まで申し込み可能です。

２ 研修内容 

（１）研修カリキュラム ※ 途中休憩あり

導入 「地域防災拠点について」 

第１部 

【講義】「避難所運営は開設時がポイント」 

講師：和泉 禮子 氏

（旭区東希望が丘小学校地域防災拠点運営委員長）

地域防災拠点運営委員長の方にご登壇いただき、

『避難所開設』や『開設から運営への移行』のポイ

ントについてお話しいただきます。

第２部 
【グループワーク】 

「避難所運営の模擬体験をしよう」 

図上訓練を通して、地域防災拠点で起きている出

来事に対し、どのように対応するか体験します。 

（２）開催日時・場所 ※ 第１～3 回いずれも同じ内容です。ご都合の良い日を選んでお申し込みください。 

３ お申込み方法

「横浜市電子申請・届出システム」によりお申し込みください。 

「二次元コード」又は「インターネット検索」によりアクセスいただき、所属する地域防災拠点名

や受講希望日（第３希望まで選択可能）、メールアドレス等の必要事項を入力のうえ、お申し込みく

ださい。 

※ 先着順ではありませんので、注意事項や入力内容をよくご確認のうえ、お申し込みください。

※ 申込多数の場合は、第２、第３希望日とさせていただくか、抽選とさせていただきます。

※ お申込の重複にご注意ください。また、お申込み完了後は、システムの都合上、申込内容の変更・取り

消しができません。お申し込み内容の変更・取り消し等をご希望の場合は、以下「５ お問合せ先」の

担当までご相談ください。

※ 「横浜市電子申請・届出システム」によるお申し込みが難しい場合には、次ページの「5 お問合せ先」

までご相談ください。 

日程 時間 場所 定員 

第１回 ８月 23 日（土） 9：30～12：30 栄区役所 約 60 名 

第２回 ９月６日（土） 9：30～12：30 南区役所 約 60 名 

第３回 ９月 27 日（土） 9：30～12：30 緑区役所 約 60 名 

【インターネット検索】 

令和７年度 

地域防災拠点運営研修（集合研修）のご案内 

【二次元コード】 

申込期限 ： 令和７年７月２３日（水）まで

  

インターネット検索で、「地域防災拠点運営研修」の

ウェブサイトにアクセスいただき、お申し込みください。

横浜市 地域防災拠点運営研修  検索 

別紙１ 
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４ 申込者への受講決定連絡                      

8 月初め頃、総務局地域防災課から、受講日時、会場、当日の持ち物等を記載した「受講決定メー

ル」をお送りします。 

「受講決定メール」の受信をもって、本研修の受講が確定します。 

 

お申込み時のメールアドレスに誤りがあると、「受講決定メール」をお送りすることができません。

お申し込みの際には、必ず正しいメールアドレスを入力していただきますようお願いします。 

※ ドメイン「@city.yokohama.lg.jp」の受信が可能なアドレスでお申し込みください。 

 

 ※ 抽選に外れてしまった方に対しても、別途メールでご連絡します。 

５ お問合せ先                          

横浜市総務局地域防災課（納、帆高、福田）  

電話番号：０４５-６７１-２０１１ 

６ その他                             

当日午前７時の時点で「警報」又は「特別警報」が横浜市域に発令されている場合は、本研修は中止

とします。警報等の発令状況については、「横浜市防災情報ポータル」にてご確認ください。 

 

横浜市防災情報ポータル検索 

【横浜市防災情報ポータル】 

二次元コード又はインターネット検索によりアクセスしてください。 

  検索 
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『地域防災拠点運営研修（集合研修）』の受講が難しい方や、予定が合わず  

参加できなかった方などは、是非、自宅学習編の受講をご検討ください。 
 

１ 研修対象者                    

どなたでも受講できます。お申込みも不要です。 
 
 

２ 受講方法                     
「よこはま防災 e-パーク」で受講をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 受講可能期間                    

いつでも受講できます。（ウェブサイトのメンテナンス時等の場合を除く。） 

 

４ お問合せ先                    

横浜市総務局地域防災課（納、帆高、福田）  

電話番号：０４５-６７１-２０１１ 

令和７年度 
地域防災拠点運営研修（自宅学習編）のご案内 

「よこはま防災 e-パーク」は、時間や場所

にとらわれることなく、動画等により身近

に防災を学べるウェブサイトです。 
 具体的な受講手順は、別紙「自宅学習編 

受講手順」をご覧ください。 
 「よこはま防災 e-パーク」へは、次の 
「二次元コード」又は「インターネット 
検索」からアクセスしてください。 

【インターネット検索】 【二次元コード】 

別紙 2-1 
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地域防災拠点運営研修（自宅学習編）受講手順 

 

①「よこはま防災 e-パーク」のホームページをお開きください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

②トップページを下にスクロールし、「学習コンテンツを選ぼう！」の中から、

「研修」カテゴリーの「地域防災拠点運営研修」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

別紙 2-2 
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③「❶登録なしで自由に閲覧」又は「❷ログインして受講※」が可能です。 

※ 修了証の発行を希望する場合は、「ログイン」のうえ、ご受講ください。 

※ 新規登録を希望する場合は、「新規登録」ボタンからご登録ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「新規登録」を希望する場合は、右の画面で 

必要事項を入力のうえ、ご登録ください。 

❶ 

❷※ 

❷ 

自由閲覧希望(登録なし)の場合は、 

こちらのボタンを押すと 

すぐに動画をご視聴いただけます 
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④「地域防災拠点運営研修」ページが開いたら、「地域防災拠点の運営につい 

て」ボタンを押してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
⑤『横浜市「地域防災拠点」開設・運営マニュアル（1/2）』の動画をご視聴 

ください。 
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⑥動画視聴完了後、ミニテストをご受講ください。全３問のクイズに回答後、 

「次のクイズへ」ボタンを押すと、次の動画のページが表示されます。 
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⑦『地域防災拠点の開設・運営について（2/2）』の動画をご視聴ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※「▶」ボタンを押して、１つ目の動画から２つ目の動画にページを 

切り替えることが可能です。 
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⑧動画視聴完了後、ミニテストをご受講ください。全３問のクイズに回答後、 

「戻る」ボタンを押してください。 

 

 

 

⑨ ④～⑧と同様の手順で、「在宅避難について」、「多様な避難」、「要援護者 

支援」のコースもご受講ください。 

（各コースの受講が完了すると、ボタンにメダルマークが表示されます。） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑩全コースの受講が完了すると、修了証の発行が可能となります。 

修了証は、個人又は団体でまとめて発行することができます。 
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（１）個人で修了証を発行する場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

修了証が発行されますので、 
ダウンロード又は印刷して 
ご活用ください。 

行政区、団体名、名前を 
入力し、「修了証をもらう」
ボタンを押してください。 

「修了証をもらう（個人）」 
ボタンを押してください。 
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（２）団体で修了証を発行する場合 
 
 
 

❷行政区、団体名のみ記載された修了証が 

発行されますので、ダウンロード又は 

印刷してご活用ください。 

❶名前を入力した複数の受講者の修了証が 

発行されますので、ダウンロード又は 

印刷してご活用ください。 

【注意】 
団体で修了証を発行する場合は、 
システムの都合上、入力できる 
団体名が８文字以内となります。 

 
９文字以上の団体名を入力したい 
場合は、「修了証をもらう（個人）」 
ボタンから、修了証の発行を 
お願いします。 

「修了証をもらう（団体）」 
ボタンを押してください。 

行政区、団体名、名前を入力し、 
「修了証をもらう（❶）」又は 
「団体名で修了証を発行（❷）」 
ボタンを押してください。 
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL

議題名 災害時医療体制について

保土ケ谷区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

 情報３

情報提供

区福祉保健課

なし

提出期限 ―

趣旨 保土ケ谷区の災害時の医療体制についてご承知おきください

概要

　保土ケ谷区の災害時の医療体制については、次のとおりとなっております。

医療救護隊について
・参集拠点から、優先度の高い地域防災拠点まで徒歩で移動します。
・主に軽症者の応急医療（基本的には保健室で診療）を行います。
・医療救護隊１隊あたり3～7か所の地域防災拠点を徒歩で巡回診療するため、長時間滞
在できるわけではありません。

問合せ先 福祉保健課事業企画担当 334-6343

提出物

提出様式 ―

提出先 ―
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担当：福祉保健課事業企画担当 TEL：334-6343 FAX：333－6309 

保土ケ谷区の 

震災時の医療体制…緊急度や重症度に応じて受診しましょう！
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【編成メンバー】 

・医療救護隊に登録している医師・薬剤師

・Y ナース(横浜市災害支援ナース)に登録している看護師
・市職員  等

【編成基準】 

・区内で震度 6 弱以上の地震が発生した場合（自動参集）

・区内で震度 6 弱未満の地震であっても、巡回診療が必要と判断

される場合

【活動内容】 

 参集拠点から、優先度の高い地域防災拠点 

まで徒歩で移動し、主に軽症者の応急医療を 

行います。  

ひとりでも多くの方を診療するためにお願いしたいこと 

◆事前に、負傷者状況をまとめていただき、医療救護隊が到着したら

負傷者状況を教えてください。

◆軽症者が、保健室等に押し寄せないよう、放送設備等を利用した

呼び掛けや整理にご協力ください。

◆待合スペースや診療スペースに椅子やテーブルが必要になる場合

もあるので、備品の準備のご協力をお願いします。

横浜市防災計画に 

基づいています 

◆参集拠点
横浜保土ケ谷中央病院 

聖隷横浜病院 

育生会横浜病院 

港北病院 

保土ケ谷区役所 

★基本的には、保健室で診療します。

★医療救護隊１隊あたり 3～7 か所の地域防災拠点を徒歩で巡回

診療するため、長時間滞在できるわけではありません。

★対象は、主に軽症者です。

医療救護隊とは 
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令和６年度 保⼟ケ⾕区災害医療検証訓練報告書 

 
【⽇時】 令和６年 10 ⽉ 20 ⽇（⽇）９時 00 分〜11 時 45 分 
【場所】 医療救護隊参集拠点：港北病院 
     巡回地域防災拠点：横浜市⽴新井⼩学校 
【参加者】 計 3５名 
      保⼟ケ⾕区医師会 10 名、保⼟ケ⾕区⻭科医師会２名、保⼟ケ⾕区薬剤師会 5 名、 
      Y ナース（横浜市災害⽀援ナース）３名、訪問看護ステーション代表 1 名、 

港北病院 2 名、横浜市⽴市⺠病院２名、区職員 7 名 
★地域住⺠ 3 名（患者役として、地域防災拠点移動後より参加） 

【内容】 （１）医療救護隊参集拠点にて医療救護隊の⽴ち上げ 
     （２）地域防災拠点まで医療資機材を持って徒歩移動 
     （３）地域防災拠点にてレイアウトや診療の流れ、通信状況の確認 
        患者へトリアージしながら受付から診療等までの実際の状況に即した対応 
 
【タイムスケジュール】 

時間 内容 場所 
9：00 サテライトでの訓練開始 

・医療救護隊の集合場所や医療資機材の保管場所の確認  
・医療救護隊の⽴ち上げ ・情報収集 
・ルートの確認     ・医療資機材（リュック）の確認 

港北病院 

9：45 巡回診療先まで徒歩移動  
10：00 地域防災拠点での訓練開始 

・保健室内のレイアウトの作成、動線の確認 
・通信状況確認・発災時の状況に即した模擬訓練 

横浜市⽴新井⼩学校 

11：00 訓練のまとめ（全員で振り返り） 
11：45 医師会災害担当より地域防災拠点参加者に「保⼟ケ⾕区の災

害医療体制について」説明 
 
【当⽇の様⼦】 
① サテライトにて医療救護隊参集（参集場所、医療資機材の保管場所の確認） 
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② サテライトにて医療救護隊の⽴ち上げ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                         
＜地域防災拠点までのルートの確認＞         
③ 徒歩移動                     ④保健室のレイアウトの検討 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜リュックの中⾝確認＞＞  

＜受付＞  ＜トリアージ＞  
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＜廊下＞ 

＜校庭＞ 

ベッド 

ベッド 

診察スペース 

薬局 

スペース 

入口
出口 

＜保健室＞ 

待合 

受
付 

【完成したレイアウト】 

＜診察＞  ＜薬局＞  
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL問合せ先 水道局中村水道事務所 252-9001

提出物

提出様式 資料裏面 申込書

提出先 水道局中村水道事務所

提出期限 訓練実施予定日の約1か月前まで

趣旨

　地域防災拠点等で行う防災訓練の際に、水道局で実施させていただく応急給水
訓練についてご案内させていただきます。
　訓練をご希望する場合は、「応急給水訓練依頼書」を作成していただき、拠点
の参与の方から水道局中村水道事務所へご依頼をお願いいたします。

概要

　水道局では、大規模な災害などで断水した場合に、誰でも飲料水を得られる場
所として「災害時給水所」を整備しています。

　保土ケ谷区には、７か所の災害用地下給水タンク、４か所の配水池、22か所の
緊急給水栓、６か所の耐震給水栓が「災害時給水所」として設置されており、こ
のうち、災害用地下給水タンクは、地域の皆様のご協力で開設するものなので、
１年に一度は訓練を実施していただきたいと考えております。

　訓練では、「災害用地下給水タンクからの応急給水訓練」のほか、「災害時の
飲料水確保」に関する説明もさせていただきます。

　地域防災拠点の訓練日程が決まり、水道局による訓練をご希望される場合は、
「応急給水訓練依頼書」に必要事項をご記入の上防災拠点の参与様から水道局中
村水道事務所へご依頼いただきますようお願いいたします。

議題名 応急給水訓練について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報４

情報提供

水道局中村水道事務所

あり(希望する拠点のみ)
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災害はいつ起こるかわかりません。日頃からの備えと、災害時に皆さまの地域防災拠点が、ど

のように水を確保できるのか？ 水道局と一緒に確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 災害時の飲料水確保に関する説明 
（所要時間：10～15 分程度） 

 
「地震などで水が止まってしまったら…？」をテーマに、  

災害時の水についてお話させていただきます。                         

【対象】緊急給水栓を含むすべての地域防災拠点 

 

令和６年度 応急給水訓練について 

裏面「応急給水訓練依頼書」により、地域防災拠点参与（各拠点担当区役所責任職）経由で 

水道局中村水道事務所にお申し込みください。 

※他の訓練日程が重なる場合は、ご希望に添えないことがございます。あらかじめご了承ください。 

 訓練日程を決める際には、事前に水道局へご確認をお願いします。 

※その他、応急給水訓練に関するご要望、ご相談がございましたら、お気軽に中村水道事務所までお

問い合わせください。 

 

【問い合わせ先】 

 水道局中村水道事務所 事務係 防災担当 

 電話：０４５－２５２－９００１  ＦＡＸ：０４５－２４１－２５７０ 

 メール：su-nakamurajimu@city.yokohama.lg.jp 

お申込み・お問い合わせ先 

実 施 内 容 

1 災害用地下給水タンクからの応急給水訓練  
（所要時間：30 分～1 時間程度） 

 
災害用地下給水タンクは、災害時には地域の皆さま

の共助によって蛇口等を組み立て、給水していただく

ために設置しているものです。いざという時にスムー

ズに対応できるよう、実技訓練等を実施します。 

【対象】災害用地下給水タンクが設置されている拠点 

宮田中学校、保土ケ谷中学校、岩崎中学校 

岩井原中学校、新井小学校 

 

令和５年度 応急給水訓練について 令和７年度  応急給水訓練について 

 
 

令 和 ７ 年 ５ 月 2 9 日 

保土ケ谷区地域防災拠点管理運営委員会 

連 絡 協 議 会 資 料 

水 道 局 中 村 水 道 事 務 所 
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横浜市水道局 中村水道事務所 行 

FAX ２４１－２５７０ 電子メールアドレス su-nakamurajimu@city.yokohama.lg.jp
令和 年   月   日 

応急給水訓練依頼書
次のとおり、水道局による訓練を依頼します。 

依頼者（電話番号）： 氏名  （ ）

地域防災拠点名 

運営委員会委員長名 

区役所参与名 

実施場所 

実施日時 

実施日 令和 年  月  日（  ） 

防災訓練全体の時間 時  分 ～  時  分 

水道局の訓練開始時間   時   分 

訓練内容 

□ 災害用地下給水タンクからの応急給水訓練

（地域住民による開設訓練）

□ 災害時の飲料水確保に関する説明（緊急給水栓など） 

雨天・荒天等緊急時の対応 

訓練実施の判断時間 訓練当日の   時 分頃 

当日中止の場合 延期（  月  日） ・ 中止 

※水道局への中止時の連絡先は、後日お知らせします。

防災訓練全体の参加予定人数   約   人 

上記のうち、水道局による訓練

の参加予定人数、訓練時間 

・グループ数：   グループ 

・１グループの人数：   約    人 

・１グループの訓練時間： 約   分 

運営委員会の資料または訓練 

計画等の水道局への資料提出 
□ 提出可 □ 後日提出（  月  日） 

水道局との窓口担当者 
□依頼者と同じ

□その他（氏名：   ）（電話番号：   ） 

その他連絡事項等 

※他の訓練日程が重なる場合は、ご希望に添えないことがございます。あらかじめご了承ください。

訓練日程を決める際には、事前に水道局へご確認をお願いします。

※「災害用地下給水タンク組み立て訓練」は水道局による事前作業が必要です。突発漏水等の緊急対応時

には事前作業が出来ないため、手動ポンプによる応急給水訓練ができない場合があります。

この「応急給水訓練依頼書」に必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたは電子メールで水道局に送
信してください。後日、ご連絡いたします。 
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL問合せ先 市民局地域防犯支援課 671-3709

提出物

提出様式 －

提出先 －

提出期限 －

趣旨
　災害発生時の避難所生活における防犯対策の強化のため、地域防災拠点に簡易
防犯カメラや防犯ブザーを配付します。

概要

　これまでの震災において、避難所における窃盗や性被害などの犯罪が問題と
なったことから、横浜市では令和７年３月に改訂した「横浜市地震防災戦略」に
基づき、誰もが安心して避難所生活を送ることができるよう、避難所の防犯対策
の強化に取り組みます。
　つきましては、次のとおり、全地域防災拠点に対し、「簡易防犯カメラ」及び
「防犯ブザー」を配付を予定していますのでご承知おきください。

１「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブザー」の活用例
(1) 簡易防犯カメラ（取り外し可能）

各地域防災拠点の状況に応じて、トイレ、更衣室、授乳室の導線など
　　防犯対策が必要な箇所に設置

(2) 防犯ブザー
避難者が夜間等にトイレ、更衣室、授乳室などを利用する際に貸出用と

　　して活用

２　配布スケジュール（予定）
　　令和８年１～３月に全地域防災拠点に「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブ
　ザー」の配付を予定しています。

３　その他
　　「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブザー」の活用・運用方法については、詳
　細を整理した後、配付時にお知らせいたします。

議題名 災害発生時の避難所生活における防犯対策の強化について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報５

情報提供

市民局地域防犯支援課

なし
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災害発生時の避難所生活における防犯対策の強化について（情報提供） 

 

 

 これまでの震災において、避難所における窃盗や性被害などの犯罪が問題と

なったことから、横浜市では令和７年３月に改訂した「横浜市地震防災戦略」に

基づき、誰もが安心して避難所生活を送ることができるよう、避難所の防犯対策

の強化に取り組みます。 

つきましては、次のとおり、全地域防災拠点に対し、「簡易防犯カメラ」及び

「防犯ブザー」の配付を予定していますのでご承知おきください。 

 

 

１ 「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブザー」の活用例 

(1) 簡易防犯カメラ（取り外し可能） 

 各地域防災拠点の状況に応じて、トイレ、更衣室、授乳室の導線など防

犯対策が必要な箇所に設置 

(2) 防犯ブザー 

避難者が夜間等にトイレ、更衣室、授乳室などを利用する際に貸出用と

して活用 

 

２ 配付スケジュール（予定） 

 令和８年３月までに全地域防災拠点に「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブザー」

の配付を予定しています。 

 

３ その他 

「簡易防犯カメラ」及び「防犯ブザー」の活用・運用方法については、詳細

を整理した後、配付時にお知らせいたします。 

 

 

 

地域防災拠点総会資料 

令和７年５月 29日 

市民局地域防犯支援課 

【担当】 

市民局地域防犯支援課 小野寺、早野 

電話：671-3709 FAX：664-0734 

メール：sh-chiikibohan@city.yokohama.lg.jp 
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL問合せ先
横浜市社会福祉協議会　障害者支援センター

(セイフティーネットプロジェクト横浜　事務局)
045-681-1211

提出物

提出様式 特になし（電話相談など）

提出先 横浜市社会福祉協議会・障害者支援センター

提出期限 実施予定日のおよそ２か月前

趣旨

セイフティーネットプロジェクト横浜では、障害のある人やご家族、支援者の
グループが地域へ出向き、障害理解に関するお話をさせていただく出前講座を
行っています。各地域防災拠点での訓練や運営委員のみなさまの会合など、さま
ざまな場面での活用を、ご検討くださいますようお願い申しあげます。

概要

１　出前講座の内容
　　障害のある方やご家族、支援者のグループが地域に出向き、障害のある方
　への理解促進や防災拠点で気にかけてほしい点等をご説明します。

２　相談・申込み先
　　横浜市社会福祉協議会・障害者支援センター
　　TEL：045-681-1211 / Fax：045-680-1550

３　その他
　　出前講座の実施にあたり、実施予定日のおよそ２か月前に事前にご相談く
　ださい。また他のイベント等と重なってしまっている場合等には、実施がで
　きないことがあります。

議題名 地域防災拠点訓練における障害理解啓発に関する出前講座の実施について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報６

情報提供

横浜市社会福祉協議会
障害者支援センター支援課

あり(希望する拠点のみ)
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令和７年５月２０日 

セイフティーネットプロジェクト横浜

地域防災拠点運営委員長 

地域防災拠点訓練における出前講座の実施について 

日頃から、災害時にも障害者が安心して生活ができるための支援にご尽力いただきありが

とうございます。 

さて、セイフティーネットプロジェクト横浜では災害時に障害者とのコミュニケーション

等に役立てていただくために、各地域防災拠点に対して、コミュニケーションボード等のセ

ットを配布しております。 

令和７年度も「セイフティーネットプロジェクト横浜」において次のとおり出前講座の実

施が可能ですので、是非お声掛けください。 

１ 出前講座の内容  

障害のある方やご家族、支援者のグループが地域に出向き、障害のある方への理解促進や 

防災拠点で気にかけてほしい点等をご説明します。 

２ 相談・申込み先   

横浜市社会福祉協議会・障害者支援センター 

TEL：045-681-1211 / Fax：045-680-1550   

３ その他  

出前講座の実施にあたり、実施予定日のおよそ２か月前に事前にご相談ください。また他の

イベント等と重なってしまっている場合等には、実施ができないことがあります。

参考：令和５年度に再配布した災害用コミュニケーション等  

＜内容＞ クリアーボックス（A4 幅３センチ程度）に入れて配布。 

・説明文書（趣旨書）：１

・コミュニケーションボード：３

・啓発チラシ：３

・文字盤：３

・バンダナ：緑色３、黄色３

                   ＜問合せ先＞ 

横浜市社会福祉協議会・障害者支援センター 

TEL：045-681-1211/Fax：045-680-1550 

横浜市健康福祉局障害施策推進課  

TEL：045-671-3598/Fax:045-671-3566 

■セイフティーネットプロジェクト横浜とは

障害のある人が地域で安心して暮らしていくために、セイフティー

ネットをつくることを目的とし、2005年 7 月に発足。

横浜市内にある障害者団体や、親の会、障害者作業所や障害者地域

活動ホームの連絡会、市・区社会福祉協議会、横浜市役所関係部署

が主体となって、自分たちの出来ることから活動していくことを大

切にしながら、さまざまな障害についての理解を進めていこうと活

動している。 107
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＜申し込み・問い合わせ先＞ 

※実施日の２か月までに下記までご相談ください。

なお、日程や内容により、ご希望に添えない場合があります。ご了承ください。

■セイフティーネットプロジェクト横浜 事務局

横浜市社会福祉協議会 障害者支援センター

電 話 045‐681‐1211  FAX 045‐680‐1550 

ホームページ

URL https://safetynet-yokohama.jp 二次元コード 

セイフティーネットプロジェクト横浜

セイフティーネットプロジェクト横浜では、障害のある人やご家族、

支援者のグループが地域へ出向き、障害理解に関するお話をさせていた

だく活動（出前講座 ※裏面参照）を行っています。障害のある方が地

域で安心して暮らしていくためには、みなさまのご理解、ご協力が必要

です。各地域防災拠点での訓練や運営委員のみなさまの会合など、さま

ざまな場面での活用を、ご検討くださいますようお願い申しあげます。 

ぜひご相談ください。 

― セイフティーネットプロジェクト横浜― 

 2005 年に発足し、障害のある人が地域で安心して暮らしていくために、障害についてご理解

いただくためのさまざまな活動をすすめている。市内１５の団体・機関で構成されているプロジェ

クトで、障害者や家族が自分たちのできることから活動していくことを大切にしている。
【構成団体】 

横浜市身体障害者団体連合会、横浜市の障害者施策を考える連絡会、横浜市心身障害児者を守る会連盟、横浜障害児を守る連絡協

議会、横浜市自閉症協会、横浜市精神障害者家族連合会、横浜知的障害関連施設協議会、横浜市障害者地域活動ホーム連絡会、横

浜市障害者地域作業所連絡会、横浜市グループホーム連絡会、P&A 研究会カナガワ、横浜市精神障害者地域生活支援連合会、障害

者自立生活アシスタント連絡会、横浜市、横浜市・区社会福祉協議会 

地域防災拠点のみなさまへ

出前講座をご活用ください 
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出前講座とは… 

障害のある人や家族、支援者が、地域の方たちと 

顔見知りになるために、地域の会合に出向いて、 

自分たちのことを伝えていく活動。 

例えば「知的障害や自閉症のある方への支援 

-避難場所編-」では、災害時に避難場所等で、 

自閉症や知的障害のある人への支援のポイント、 

コミュニケーションボードの使い方等を、 

紙芝居を使って伝えています。 

この他にも、 

・障害のある人の感じ方や気持ちを理解してもらう体験 

・障害のある人や家族が日頃の思いを発表 

など、さまざまな障害理解に関するお話をしています。 

 

災害用コミュニケーションボードと 

啓発パンフレット 

（H19 年度作成・Ｈ３０年度改訂） 
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL

議題名 男女ニーズの違いに配慮した防災研修について

保⼟ケ⾕区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報７

情報提供

政策経営局
男女共同参画推進課

あり(希望する拠点のみ)

提出期限
１ 研修　　：７月１日～12月12日
２ 出前講座：７月１日～

趣旨
　市内すべての地域防災拠点を対象に、「男女ニーズの違いに配慮した防災研
修」を開催します。つきましては、本研修の周知のご協力及び研修へのご参加を
お願いいたします。

概要

１　「男女ニーズの違いに配慮した防災研修」について
※詳細については６月下旬に政策経営局男女共同参画推進課

のホームページにて御案内します。
(1) 日程　令和８年１月～２月（２時間程度を予定しています）
(2) 場所　男女共同参画センター横浜北 アートフォーラムあざみ野

（最寄駅：横浜市営地下鉄・東急田園都市線あざみ野駅徒歩５分）
(3) 対象者　地域防災拠点運営委員長、運営委員、その他関心のある方
(4) 定員　150名（先着）※男性の委員の皆様もぜひ御参加ください。
(5) 参加費　無料
(6) 申込方法　インターネット　又は　FAXで申込
(7) 申込期間　令和７年７月１日（火）～12月12日（金）

２　「防災出前講座」について
　　講師が自治会・町内会や地域防災拠点等に出向き、災害時の男女ニーズの
　違いの理解を目的とする「防災出前講座」を実施します。

(1)日程　９月～１月頃
(2)対象　地域防災拠点運営委員会、自治会・町内会等

全市で４拠点（自治会・町内会含む）
(3)申込方法　下記担当までお問い合わせください。

横浜市政策経営局男女共同参画推進課 佐藤・濱
電 話 671-2017  Eメール ss-danjo@city.yokohama.lg.jp

(4)申込期間　７月１日(火)～【枠が埋まり次第、募集終了となります。】

問合せ先 政策経営局男女共同参画推進課 671-2017

提出物

提出様式
１ 研修　　：資料P.4申込書
２ 出前講座：特になし（電話など）

提出先 政策経営局男女共同参画推進課
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男女ニーズの違いに配慮した防災研修について（依頼） 

～誰もが安心して避難生活を送るために～ 

このたび、市内すべての地域防災拠点を対象に、「男女ニーズの違いに配慮した防災

研修」を開催します。 

過去の災害では、避難所において、以下のような問題が発生しました。 

【例】 

・男女のニーズに対する配慮不足から、着替えや授乳スペースがないことや、

子育て・介護中の家庭に必要な物資が提供されないこと

・女性や子どもに対する性犯罪や性暴力の発生

内閣府の報告書によると、これらの問題は、避難所の運営者に女性が少ないことに

より、避難所の環境改善に関する女性の意見が運営に反映されにくいことが要因の

１つであるとされています。 

このような課題に向き合うためには、女性をはじめ、高齢者や障害者などの要配慮

者やその支援者が経験した災害時の困りごとを学び、誰もが安心して避難生活を送

るために、どうしたら良いか考えておくことが大切です。 

つきましては、能登半島地震など過去の災害で起きた事例を学び、男女ニーズの違

いに配慮した防災の重要性について理解を深めることを目的に、以下の研修を開催

いたしますので、本研修の周知のご協力及び研修へのご参加をお願いいたします。 

１ 「男女ニーズの違いに配慮した防災研修」について 

以下の概要を予定していますが、具体的な日程や研修の詳細については、６月下旬

に横浜市男女共同参画推進課のホームページにてご案内いたします。 

検索��� 横浜市男女ニーズの違いに配慮した地域防災 

また、別途チラシも送付する予定です。 

（１）研修概要

ア 日時

令和８年１月～２月（２時間程度を予定しています）

イ 場所

男女共同参画センター横浜北 アートフォーラムあざみ野

（最寄駅：横浜市営地下鉄・東急田園都市線あざみ野駅徒歩５分） 

ウ 対象者

地域防災拠点運営委員長、運営委員、その他関心のある方

エ 定員

150名（先着）※男性の委員の皆様もぜひ御参加ください。

令 和 ７ 年 度 

連 絡 協 議 会 説 明 資 料 

政 策 経 営 局 

男 女 共 同 参 画 推 進 課 

裏面あり 
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オ 参加費

無料

（２）申し込み方法

「男女ニーズの違いに配慮した防災研修受講申込書」をご確認

いただき、右の二次元コードまたはFAXでお申込みください。

申し込み期間は、令和７年７月１日（火）～12月12日（金）です。

（３）受講決定

申し込み完了をもって受講決定となりますので、当日会場までお越しください。 

２ 「防災出前講座」について 

（１）趣旨

講師が自治会・町内会や地域防災拠点等に出向き、災害時の男女ニーズの違

いの理解を目的とする「防災出前講座」を実施します。通常は有料で実施をし

ていますが、４拠点に限り無料で実施をします。（先着となりますので、ご希望

の拠点は早めにお申し込みください） 

【防災出前講座の具体例】 

・地域防災拠点訓練や会議等での男女ニーズの違いを踏まえた研修や

ワークショップの実施

・災害時の男女ニーズの違いを踏まえた地域防災拠点運営の助言

ア 日程

９月～１月頃 拠点の希望に応じ日程を調整

イ 対象

地域防災拠点運営委員会、自治会・町内会等

全市で４拠点（自治会・町内会含む）

（２）申し込み方法

下記担当までお問合せください。

横浜市政策経営局男女共同参画推進課 佐藤・濱

電 話 045-671-2017

E メール ss-danjo@city.yokohama.lg.jp

（３）申し込み期間

７月１日（火）～【枠が埋まり次第、募集終了となります】

次頁あり 

116

mailto:ss-danjo@city.yokohama.lg.jp


【参考】 

こども青少年局では、『災害時の妊産婦・乳幼児の避難対応ガイドライン』、

『動画「妊産婦・乳幼児に配慮した避難所運営」』を作成しており、当課とも連

携をしながら事業を進めております。「地域防災拠点訓練」や日頃の防災に関す

る打ち合わせにぜひご活用ください。 

＜横浜市ウェブサイトに掲載中です＞ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kosodate-

kyoiku/oyakokenko/teate/bosibousai.html 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【担 当】 政策経営局男女共同参画推進課 佐藤・濱 

電 話 045-671-2017 

E メール ss-danjo@city.yokohama.lg.jp 
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参加者氏名 ご住所 
連絡がつきやすい 

電話番号 

フリガナ： 〒 

フリガナ： 〒 

フリガナ： 〒 

フリガナ： 〒 

■講師に質問したい内容があれば、ご記入ください。

・提供された個人情報は、今回の事業実施のみに利用し、その他の目的で利用することはありません。

・お申込み完了をもって受講決定となりますので、当日会場までお越しください。

定員は１５０名（先着）です。

・対象者：地域防災拠点運営委員長、運営委員、その他関心のある方

・申し込み先：７月１日（火）～12 月 12 日（金）

FAX で事務局（６６３-３４３１）に送信してください。 

又は右の二次元コードでも申し込み可能です。  

■令和７年度「男女ニーズの違いに配慮した防災研修」に以下の通り申し込みます。

地域防災拠点名： 区 拠点 

申込者名： 

男女ニーズの違いに配慮した防災研修 

受講申込書 

■問い合わせ先

政策経営局男女共同参画推進課 佐藤・濱 

電話：０４５－６７１－２０１７ 

Ｅメール：ss-danjo@city.yokohama.lg.jp 

横浜市政策経営局男女共同参画推進課行（FAX：０４５－６６３－３４３１） 

電話番号： 

送信日：  月  日 
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資料

議題種別

説明者

提出物

TEL

議題名 資機材取扱指導員派遣及びHUG研修への講師派遣について

保土ケ谷区地域防災拠点管理・運営委員会連絡協議会

情報８

情報提供

区総務課

あり(希望する拠点のみ)

提出期限 実施予定日の約２か月前まで

趣旨

　地域防災拠点等の訓練において、資機材の管理や取扱いについて学ぶための、
指導員派遣のご案内です。
　また、地域防災拠点の開設・運営についてより理解を深めることができる、
HUG（避難所運営ゲーム）研修の講師派遣についても併せてご検討ください。

概要

１　資機材取扱指導員派遣について
　(1) 内容
　　  地域防災拠点等の訓練や資機材点検の機会に指導員を派遣し、資機
　　材の取扱いについて、正しい使用・管理方法を学ぶことができます。

　(2) 取扱い資機材
　　ア　避難時生活に必要な資機材
　　　　ハマッコトイレ、移動式炊飯器、発電機　など
　　イ　救助活動に必要な資機材
　　　　エンジンカッター、レスキュージャッキ　など

２　HUG研修への講師派遣について
　(1) 内容
　  　H（避難所）U（運営）G（ゲーム）の略で、避難所運営を図上にて疑
　　似体験するゲームです。

　(2) 研修について
　  　所要時間：講義 約30分、HUG 約２時間
　  　講　　師：保土ケ谷区民会議

問合せ先 区総務課 334-6203

提出物

提出様式 資料裏面 申込書

提出先 区総務課
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資機材取扱指導員派遣 

地域防災拠点に配備されている資機材の管理・点検にあたり、取扱いに不安がある場合や

技術的サポートが必要な場合に、指導、助言などを行う「横浜防災ライセンス資機材取扱指

導員（以下、「資機材取扱指導員」という。）を派遣します。 

資機材の不適切な管理による故障も発生していますので、資機材の正しい使用・管理方法

を習得し、災害時の円滑な使用や故障防止に役立ててください。 

１ 概要 

(1) 派遣者

資機材取扱指導員

(2) 内容

地域防災拠点訓練や資機材点検等において、 

資機材の使用・管理方法を習得するために、 

指導員を派遣することができます。 

(3) 取扱い資機材

ア 避難生活に必要な資機材

ハマッコトイレ、移動式炊飯器、

発電機 など 

イ 救助活動に必要な資機材

エンジンカッター、

レスキュージャッキ  など 

２ 申込方法 

  派遣希望日の約２か月前までに、裏面 派遣申込書を記入のうえ、区拠点担当者（防災

参与）へご提出ください。 

３ その他 

  より効果的な訓練となるよう、各地域防災拠点の避難対象区域に居住している、横浜防

災ライセンスリーダー(※)にもお声掛けいただくことを検討してください。

  なお、横浜防災ライセンスリーダー(※)の名簿が必要な方は、区拠点担当者（防災参与）

にご相談ください。

※横浜防災ライセンスリーダー：資機材取扱講習を受講した方

【事務局】 

保土ケ谷区役所総務課 板倉、江藤 

電話   334-6203 

メール ho-saigai@city.yokohama.lg.jp

【派遣の様子】
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横浜防災ライセンス資機材取扱指導員派遣申込書 

令和  年  月  日

保土ケ谷区総務課

依 頼 者

拠点名  

担当者

連絡先

※上記事項は講師に共有させていただきます。

次のとおり横浜防災ライセンス資機材取扱指導員の派遣を依頼します。

派 遣 日 時
令和  年  月  日（  ）

時  分 ～  時  分

参加予定人数

実 施 場 所

実施内容

□発電機（ガス式）□発電機（ガソリン式）

□エンジンカッター□レスキュージャッキ

□炊飯器（まかないくん）

□投光器 □仮設トイレ

□その他資機材（   ） 

その他連絡事項
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ＨＵＧ研修への講師派遣 

地域防災拠点の開設・運営について、より理解を深めていただくため、拠点で

のＨＵＧ研修の実施にあたり講師を派遣しますので、ぜひご活用ください。 

１ ＨＵＧの概要 

  Ｈ（避難所）Ｕ（運営）Ｇ（ゲーム）の略で、避難者それぞれの事情を考慮

して避難所の平面図上に適切に配置したり、与えられる様々な出来事に対応し

たりすることで、避難所運営を図上にて疑似体験するゲームです。

２ 派遣内容 

 避難所の開設・運営等について講義を行い、 

その後ＨＵＧを実施します。 

所要時間：講義 約 30 分、HUG 約２時間 

講  師：保土ケ谷区民会議 

３ ＨＵＧのイメージ 

  避難者やイベント等を記載したカードをめくり、避難所見取り図に割り当て

て対処していきます。 

４ 申込方法 

  裏面 派遣申込書を記入のうえ、実施予定日の約２か月前までに、 

区拠点担当者（防災参与）へご提出ください。 

HUG の様子 

避難者カード 

イメージ

１ 世帯番号【1】 

川辺町【３班】 

帷子
かたびら

さん 

【男 38 歳】全壊 

世帯主、妻、長男 

長男は生後半年。 

イベントカード

イメージ

６ イベント番号【1】 

一部の避難者が車

で避難してきて、物

資を運ぶトラックの

みちをふさいでしま

っているぞ！ 

避難所見取り図イメージ 

ス
テ
ー
ジ

倉庫 

放送室 

出
入
口

屋
根
付
コ
ン
ク
リ
テ
ラ
ス

【事務局】

保土ケ谷区役所総務課 板倉、江藤

電話   334-6203

メール ho-saigai@city.yokohama.lg.jp
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地域防災拠点向け HUG（避難所運営ゲーム）研修会講師派遣申込書 

令和  年  月  日

保土ケ谷区総務課

依 頼 者

拠点名

担当者

連絡先

※上記事項は講師に共有させていただきます。

次のとおり、HUG（避難所運営ゲーム）研修会講師の派遣を依頼します。

派 遣 日 時
令和  年  月  日（  ）

時  分 ～  時  分

参加予定人数

実 施 場 所

その他連絡事項
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